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■金剛地区活性化にかかる取り組み等について 

 前回の全体会以降の金剛地区活性化にかかる取り組み等について、情報共有や意見交換を行いました。 

金剛バル及び金剛銀座商店街のイベントについて 

2018/11/25（日）に金剛中央公園を中心に、金剛バル★WinterLand が開催

されました。来場者は約３８００人。同時に、金剛銀座商店街でもイベン

トが開催され、まちづくり会議は出店（ポップコーン）・ペットボトルツリ

ーの展示で参加しました。 

 ・想像以上に子どもの来場者がいて、顔が合わせられる場がもっとあれ 

  ばいいなと感じた。 

 ・ポップコーンは調理の失敗が少なく、子どもたちも買いやすくてよか 

  ったので出店に適している。 

 ・ペットボトルツリーは数が増えたことで、綺麗でよかった上に、園で

事前に組み立てていただいたため、設営もそれほど大変ではなかった。 

 ・ツリーの協力を依頼する対象の園を増やすことで PR にも繋がった。 

Café&Lunch ロペについて 

集いの場が少ない久野喜台にて、オーナーの協力により貸しスペースとし

て利用されている。 

 ・今後、地域の人たちが集い、おしゃべりやイベントなどができる場に 

  なることを期待している。 

 ・毎月１１日には、有志により１day のランチ、カフェが提供され、居場 

  所となっている。※３月まで。（その後も定期開催はあり。） 

 ・みんなが好きなテーマで話題提供する機会を作るのもいいと思う。 

軽トラマルシェについて 

毎月第４土曜日の定期開催は予定通り三月まで続けるが、今後どうする

かは検討の必要あり。 

 ・現状の月一イベントとしての開催は出店の体制づくりが大変である 

  ため、小規模で地区内各エリアを巡回する方法も検討できる。 

 ・地域の居場所・にぎわいの場として、継続的に開催したい意向あり。 

もちより晩ご飯会について 

毎月、軽トラマルシェ終了後に Kotona にて開催している。 

 ・固定メンバーではなく、毎回、半数ほどはメンバーが入れ替わって 

  おり、継続的にゆるく開催。 

そば打ち体験会について 

 ・今後はロペを活用し、打ちたてのそばを提供することをメインに 

  した活動も検討中 

寺池台三丁目ゆうゆう会について 

寺池台３丁目で集会所を活用し住民主体で活動している。 

 ・発足から約 2年半経ち、登録者 89 名、年間のべ 1200 名が参加。 

 ・クラブが 6つあり、参加費は各回 1人 100 円。 

 ・お茶会や飲み会だけでなく、健康講座や終活講座も。 

 

日時：平成３１年１月１９日（土）午後２時～４時 会場：金剛連絡所２階大ホール 参加者：１４名 

 
金剛地区活性化にかかる取り組み等の情報共有と金剛地区まちづくり会議の今後についての意見交換を行いました。 

＜第４回金剛地区まちづくり会議を開催しました！＞ 
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＜まちづくり会議のあり方＞ 

金剛地区まちづくり会議：地区に関係する住民や団体等の皆さんが参加し、地区の再生・活性化を進めるためのプラットフォーム。 

   地区内の町会（自治会）等とのつながりを大切にしながら、様々な人が様々な立場で参加できる体制づくりを進める。 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の金剛地区まちづくり会議は、 

3 月 10 日（日）10:00〜金剛連絡所にて開催！ 

富田林市内の地域活動や子ども食堂についての

情報提供や交流会を予定しています。 

 

■金剛地区まちづくり会議の今後の方向性について 
事務局から、まちづくり会議のあり方について説明した後に、各班に分かれて、ワークショップ形式で金剛地区まちづくり会議の今後
の方向性について意見交換。 

●軽トラマルシェの開催について（次年度） 

・スタッフやコスト面から、現状のスタイルでは維持が難しい。 

・マルシェの規模を縮小し、開催場所を複数にしてはどうか。（軽トラ一台で移動販売） 

・複数箇所での開催は、小さな地域交流のきっかけになる可能性も。（コミュニティを作る手段） 

・伏山地区の農産物の販売もあり、伏山地区の農地の周知に繋がった。 

●その他意見 

・公園整備など「専門的なもの」と「住民でできるもの」があり、専門的なものはプロでないと 

 できないのできちんと役割分担をする。 

・何かするには場所が必要であり（コミュニティセンター機能）、ハード面の整備が必要。 

・まちづくりを進めるためには、役割分担や組織作りが必要である。 

 

 

＜その他意見交換＞ 

 

金剛地区まちづくり会

議（全体会）は、様々な

人が集い、つながる場

とする。 

全体会として、そのよう

な場を作ることで、個

別のプロジェクトが生

まれる。 

 

各プロジェクトの活動

等は、定期的に全体

会で情報共有・参加協

力の呼びかけをする。 

 

各プロジェクトは、それ

ぞれのテーマ・目標を

持った活動を進める

（コーディネートする）。 

 

地区内外の様々な人

や活動と連携し、活動

の輪が広がる。 

 

 まちづくり会議は地域のつながりやプロジェクトが生まれる起点となる！ 

①金剛地区のまちづくりについて、思いを語ったり、意見交換したり、情報共有したりする。 

②「思い」「意見」「情報」等を基に、活性化にかかる具体的な取組を考え、具現化する（コーディネートする） 。 

③「思い」や「意見」は、集約して行政や事業者に提案することもできる。 


